
画
が
策
定
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
２
０
１
７
年
か
ら
は
新
専
門
医

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
向
か
う
医
療
介
護
大

転
換
の
節
目
と
し
て
、
２
０
１
８
年
に
は
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
同
時
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
建
設
期
間
中
、

開
設
後
も
多
く
の
荒
波
が
押
し
寄
せ
、想
定
で
き
な
い
こ
と
も
、

不
安
定
要
素
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
人
一
人
の
命
に

寄
り
添
い
、
必
要
な
人
に
必
要
な
医
療
・
介
護
を
提
供
す
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
京
都
保
健
会
は
さ
ら
に
発
展
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
根
幹
に
、
幸
運
に
も
京
都
市
内

に
獲
得
し
た
７
４
０
０
坪
と
い
う
広
い
土
地
に
、
京
都
民
医
連

中
央
病
院
を
全
面
移
転
し
、
中
央
病
院
だ
け
で
な
く
、
総
合
的

な
連
携
･
発
展
計
画
を
立
て
、
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

京
都
民
医
連
中
央
病
院
が
で
き
て
か
ら
約
30
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
の
総
合
移
転
に
よ
っ
て
、
次
の
30
年
を
見
通
し
た
基

盤
を
作
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

京
都
保
健
会
の
力
を
一
つ
に
し
て
、
こ
の
大
事
業
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

第
３
章
◆

第
２
章
◆

第
１
章
◆

無
料
低
額
診
療
事
業
と
そ
の
変
遷

京
都
保
健
会
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
課
題

無
料
低
額
診
療
事
業

実
施
医
療
機
関
の
事
務
と
整
備

第
５
章
◆

第
４
章
◆

第
３
章
◆

第
２
章
◆

第
１
章
◆

が
ん
患
者
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
支
え
る

非
正
規
雇
用
を
生
き
て
き
た

２
型
糖
尿
病
の
四
〇
代
男
性

人
生
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
枚
の
チ
ラ
シ

喘
息
の
継
続
治
療
を
支
え
た
安
心
感

座
談
会・な
ぜ
無
料
低
額
診
療
に
取
り
組
む
の
か

第

１
部

第
５
章
◆

第
４
章
◆

第
３
章
◆

第
２
章
◆

第
１
章
◆

無
料
低
額
診
療
事
業
の
特
徴

貧
困・低
所
得
と
医
療
保
障

拡
大
す
る
格
差
と
貧
困
、皆
保
険
制
度
の
空
洞
化

事
例
に
み
る
現
代
の
貧
困
と

無
料
低
額
診
療
事
業
の
有
効
性

無
料
低
額
診
療
事
業
診
療
制
度
の

発
展
の
た
め
に（
提
案
）

現
代
の
貧
困
と

無
料
低
額
診
療
事
業
の

果
た
す
役
割 

第

２
部

花
園
大
学
教
授
吉
永
純

無
料
低
額
診
療
事
業
が

つ
な
ぐ
医
療

無
料
低
額
診
療
事
業
と

京
都
保
健
会

第

３
部

◆

資
料
編 生

活
保
護
も「
四
四
条
減
免
」も
利
用
で
き
な
い
状
況
下
で
の

慢
性
疾
患
と
無
料
低
額
診
療

入
り
口
と
し
て
の
無
料
低
額
診

意
外
に
広
い
無
料
低
額
診
療
の
守
備
範
囲

無
料
低
額
診
療

も
く
じ

I N F O RM A T I O N

No.15 ●2015年10月（3）


